
1　　はじめに

は
じ
め
に

　

今
回
の
住
宅
白
書
は
、
居
住
格
差
、
居
住
貧
困
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
実
態
を
多
面
的
に
描
き
出
し
、
問
題
解
決
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
政
策
を
進
め
て
い
く
べ
き
か
、
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
を
ま
と
め
て
い

る
。
五
〇
人
以
上
に
わ
た
る
本
書
の
執
筆
者
各
人
に
よ
っ
て
、
居
住
格
差
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
、
問
題
解
決
を
ど

の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
統
一
的
な
見
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
年
半
余
り
に
わ
た
る
本
書
の

編
集
作
業
の
過
程
で
の
議
論
や
寄
稿
さ
れ
た
論
文
を
読
む
中
で
、
私
と
し
て
は
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。

　

日
本
は
、
か
つ
て
は
、
所
得
格
差
の
小
さ
な
国
で
、
一
億
総
中
流
と
い
わ
れ
て
、
中
間
層
が
大
多
数
を
占
め
る
平
等
社
会
で

あ
る
と
内
外
と
も
に
見
ら
れ
て
い
た
。
終
身
雇
用
、
年
功
序
列
の
一
応
は
安
定
し
た
雇
用
環
境
で
、
多
く
の
企
業
が
社
宅
や
住

宅
手
当
を
用
意
し
て
、
低
賃
金
な
が
ら
も
ほ
ど
ほ
ど
の
生
活
を
営
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
新
自
由
主
義
路
線
を
踏

襲
し
、
民
間
活
力
の
導
入
と
規
制
緩
和
に
よ
り
日
本
社
会
は
大
き
く
変
化
し
た
。
所
得
格
差
が
長
期
的
に
は
し
だ
い
に
大
き
く

な
り
、
一
九
八
〇
年
代
初
め
に
〇
・
三
八
で
あ
っ
た
ジ
ニ
係
数
（
所
得
分
配
の
不
平
等
さ
を
測
る
指
標
で
、
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば
完

全
な
平
等
と
な
り
、
一
に
近
づ
く
ほ
ど
格
差
が
大
き
く
な
る
。
税
引
き
前
所
得
の
値
）
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
〇
・
四
八
と
増

大
し
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
に
誕
生
し
た
小
泉
内
閣
の
構
造
改
革
以
降
、
労
働
市
場
の
規
制
緩
和
を
一
層
進
め
て
企
業
の
収
益

力
が
上
が
り
、
株
価
は
上
昇
し
、
失
業
率
は
低
下
し
た
も
の
の
、
低
賃
金
で
不
安
定
雇
用
の
労
働
者
が
増
加
し
て
い
る
。
バ
ブ

ル
経
済
後
の
経
済
を
立
て
直
す
と
し
て
、都
市
再
生
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
、容
積
率
や
斜
線
制
限
な
ど
の
規
制
緩
和
を
行
っ
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て
、
大
規
模
な
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
日
本
各
地
で
実
施
し
て
き
た
。
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
が
進
み
、
巨
大
マ
ン
シ
ョ
ン

が
大
量
に
建
設
さ
れ
、
住
宅
市
場
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
過
熱
ぎ
み
に
膨
張
し
、
住
宅
価
格
が
高
騰
し
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
の
も
と
で
、
二
〇
〇
八
年
中
頃
よ
り
日

本
で
も
住
宅
価
格
は
下
落
し
て
、
大
量
の
マ
ン
シ
ョ
ン
在
庫
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
首
都
圏
の
マ
ン
シ
ョ
ン
供
給
戸
数

は
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
初
め
は
九
万
戸
あ
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
半
減
し
、
全
国
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は

〇
六
年
の
一
二
九
万
戸
か
ら
、
〇
七
年
一
〇
六
万
戸
、
〇
八
年
一
〇
九
万
戸
と
落
ち
こ
ん
で
い
る
。

　

実
質
国
民
所
得
が
低
下
す
る
中
で
、
住
宅
困
窮
者
が
増
加
し
て
い
る
。
低
所
得
者
へ
の
住
宅
供
給
を
目
的
と
す
る
公
営
住
宅

の
応
募
倍
率
は
、
全
国
平
均
で
二
〇
〇
三
年
の
九
・
三
倍
か
ら
〇
七
年
の
九
・
九
倍
へ
と
増
大
し
、
東
京
都
営
住
宅
で
は
〇
五

年
は
三
二
倍
を
超
え
る
応
募
倍
率
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
生
活
が
困
難
化
す
る
中
で
低
家
賃
の
公
営
住
宅
へ
の
需
要
が
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
地
方
自
治
体
は
財
政
赤
字
で
公
営
住
宅
建
設
の
新
築
や
建
替
え
ど
こ
ろ
か
、
維
持
管
理
の
予
算
も
十
分
に
は

な
く
、
退
去
者
が
少
な
く
な
り
募
集
す
る
戸
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

所
得
格
差
の
拡
大
に
伴
い
、
住
宅
の
面
で
も
生
活
底
辺
層
で
は
、
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
や
路
上
生
活
者
問
題
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
深
刻
化
し
て
い
る
各
地
の
居
住
貧
困
の
実
態
が
、持
家
と
借
家
を
問
わ
ず
に
見
ら
れ
る
。

大
都
市
郊
外
部
で
の
高
齢
化
、
空
き
家
の
増
大
、
公
営
住
宅
や
公
団
住
宅
に
み
ら
れ
る
特
定
世
帯
階
層
の
集
積
、
片
親
世
帯
・

障
が
い
者
・
外
国
人
な
ど
の
居
住
問
題
、
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
の
衰
退
な
ど
、
本
書
の
実
態
編
で
は
、
当
事
者
な
ど
に
よ

り
住
宅
問
題
の
現
象
が
赤
裸
々
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
住
宅
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
の
か
。住
宅
は
生
活
を
す
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
、

社
会
保
障
、
福
祉
政
策
の
重
要
な
一
つ
の
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
だ
日
本
の
社
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会
で
は
、
高
齢
者
の
住
宅
は
福
祉
政
策
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
民
間
借
家
を
借
り

上
げ
て
元
ホ
ー
ム
レ
ス
に
住
宅
を
提
供
す
る
N
P
O
組
織
、
高
齢
者
が
グ
ル
ー
プ
で
居
住
で
き
る
住
宅
を
建
設
支
援
す
る
専
門

家
、
障
が
い
者
が
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
日
常
生
活
を
す
ご
し
て
い
る
事
例
な
ど
、
福
祉
と
住
宅
が
一
体
と
な
り
、

地
域
の
物
的
、
人
的
資
源
を
活
用
し
て
い
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
日
本
の
住
宅
の
空
き
家
率
は
二
〇
〇
八
年
に
は

一
三
％
と
な
り
、既
存
の
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
利
用
し
て
各
地
の
住
宅
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
有
力
な
手
段
と
な
る
。

　

低
所
得
者
へ
の
住
宅
ロ
ー
ン
は
持
家
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
、
賃
貸
住
宅
政
策
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
居
住
者
が
十
分
な
情
報
を
得
て
、
計
画
的
に
適
正
な
管
理
を
す
る
こ
と
で
資
産
価
値
が
高
め
ら
れ
る
こ
と
、
空
き
地
が

多
い
郊
外
戸
建
て
住
宅
地
で
は
、
空
き
地
や
空
き
家
の
不
動
産
流
通
促
進
が
必
要
な
こ
と
、
郊
外
の
公
的
住
宅
の
団
地
は
削
減

す
る
こ
と
な
く
改
修
に
よ
り
居
住
の
促
進
を
図
る
べ
き
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。大
都
市
の
密
集
住
宅
地
や
地
方
都
市
、

中
山
間
地
域
で
、
市
民
が
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
多
様
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
国
や
地
方
自
治
体
に
住
宅
政
策
へ
の

取
り
組
み
を
求
め
る
と
同
時
に
、
私
た
ち
自
身
が
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
、
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
事
例
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
多
い
。

　

日
本
で
は
住
宅
は
個
人
が
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、個
人
的
な
努
力
で
確
保
す
る
の
が
当
然
と
す
る
風
潮
が
残
っ
て
い
て
、

公
的
な
補
助
や
政
策
と
し
て
の
優
先
順
位
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
住
宅
を
失
う
こ
と
は
、
住
民
登
録
を
失
っ
て
、

選
挙
に
も
学
校
に
も
行
け
な
い
こ
と
に
な
り
、
社
会
生
活
を
す
る
う
え
で
住
居
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
生
活
を
す
る
た

め
に
必
要
な
最
低
限
の
住
宅
の
確
保
は
、
近
代
の
福
祉
国
家
で
は
、
ど
の
国
も
福
祉
政
策
の
重
要
な
一
分
野
と
し
て
、
医
療
や

教
育
な
ど
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
き
た
。
先
進
諸
国
の
中
で
住
宅
へ
の
政
策
的
な
取
り
組
み
が
最
も
少
な
い
の
が
ア
メ
リ
カ
と
日

本
で
あ
り
、
低
所
得
者
向
け
に
政
策
的
に
供
給
さ
れ
て
い
る
社
会
賃
貸
住
宅
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
諸
国
で
は
い
ず
れ
も
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二
〇
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
比
率
が
二
％
弱
、
日
本
は
七
％
弱
と
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

　

国
土
の
面
積
が
広
く
、
十
分
な
宅
地
が
確
保
で
き
る
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
、
日
本
は
住
宅
に
対
す
る
政
策
的
な
取
り
組
み
を

低
い
ま
ま
に
と
ど
め
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
進
諸
国
の
仲
間
入
り
を
め
ざ
し
て
経
済
成
長
の
著
し
い
韓
国
で
は
、

二
〇
〇
三
年
よ
り
国
民
賃
貸
住
宅
一
〇
〇
万
戸
建
設
に
取
り
組
み
、
大
韓
住
宅
公
社
や
ソ
ウ
ル
市
住
宅
公
社
（
S
H
公
社
）
な

ど
が
低
所
得
者
向
け
の
賃
貸
住
宅
を
〇
八
年
は
一
〇
万
戸
以
上
建
設
し
た
。
韓
国
は
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
す
る
た
め
、
社
会

賃
貸
住
宅
の
比
率
を
全
住
宅
の
一
〇
％
以
上
確
保
し
た
い
と
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
も
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
深
刻
化
す

る
居
住
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
住
宅
政
策
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
二
〇
〇
七
年
の
住
宅
着
工
戸
数

四
三
万
五
〇
〇
〇
戸
の
う
ち
一
〇
万
戸
以
上
が
社
会
住
宅
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
さ
え
、
ブ
ッ
シ
ュ
共
和
党
政
権
の
持
家
重
視

が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ン
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
反
省
し
て
、
オ
バ
マ
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
営
住
宅
の

戸
数
削
減
の
流
れ
を
反
転
し
て
、
公
営
住
宅
予
算
を
復
活
し
、
低
所
得
者
向
け
賃
貸
住
宅
供
給
に
予
算
配
分
を
振
り
向
け
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

膨
大
な
財
政
赤
字
を
抱
え
て
い
る
日
本
で
は
、
住
宅
政
策
に
大
き
な
財
源
配
分
を
求
め
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
日
本
の

各
地
で
、
市
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
住
宅
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
市
民
の
活
動
、
取
り

組
み
を
、
地
方
自
治
体
が
政
策
的
に
支
援
し
、
さ
ら
に
国
の
住
宅
政
策
と
し
て
、
大
き
く
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本

住
宅
会
議
が
こ
れ
ま
で
主
張
し
て
き
て
い
る
居
住
の
権
利
が
日
本
で
も
国
民
の
基
本
的
な
権
利
の
一
つ
と
し
て
し
っ
か
り
と
定

着
し
、
家
賃
補
助
制
度
な
ど
の
住
宅
政
策
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
き
た
い
。�
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）


